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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月16日(2011.2.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信装置であって、
　アドホック無線通信のための通信パラメータの提供を受ける受信装置に、アドホック無
線通信のための通信パラメータを提供する提供手段と、
　アドホック無線通信のための通信パラメータを提供する提供装置が複数台存在するか否
かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により複数台の前記提供装置が存在すると判定した場合に、前記提供手段
により既にアドホック無線通信のための通信パラメータを提供した受信装置へ、提供した
通信パラメータの使用の中止を通知する通知手段と、
　を有することを特徴とする通信装置。
【請求項２】
　前記通知手段は、前記提供手段により既にアドホック無線通信のための通信パラメータ
を提供した全ての受信装置に対して、前記提供した通信パラメータの使用中止を通知する
ことを特徴とする請求項１に記載の通信装置。
【請求項３】
　前記通知手段は、前記提供手段により既にアドホック無線通信のための通信パラメータ
を提供した全ての受信装置から前記通知に対する応答を受信するまで、前記通知を所定回
数繰り返すことを特徴とする請求項２に記載の通信装置。
【請求項４】
　前記判定手段は、アドホック無線通信のための通信パラメータの提供を受けようとして
いる受信装置からの通知により、前記提供装置が複数台存在するか否かを判定することを
特徴とする請求項１乃至請求項３の何れか１項に記載の通信装置。
【請求項５】
　前記提供装置は、アドホック無線通信のための通信パラメータの提供を受けようとして
いる受信装置からの通知により、前記判定手段が前記提供装置が複数台存在すると判定し
た場合に、前記アドホック無線通信のための通信パラメータの提供処理を終了することを
特徴とする請求項１乃至請求項４の何れか１項に記載の通信装置。
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【請求項６】
　前記判定手段により複数台の前記提供装置が存在すると判定した場合に、前記提供手段
により既にアドホック無線通信のための通信パラメータを提供した受信装置の有無を判別
する判別手段を有し、
　前記提供手段は、既にアドホック無線通信のための通信パラメータを提供した受信装置
がないと前記判別手段により判別されると、前記アドホック無線通信のための通信パラメ
ータの提供処理を終了することを特徴とする請求項１乃至請求項５の何れか１項に記載の
通信装置。
【請求項７】
　通信装置であって、
　アドホック無線通信のための通信パラメータを提供する提供装置から、前記アドホック
無線通信のための通信パラメータの提供を受ける受信手段と、
　前記受信手段により前記アドホック無線通信のための通信パラメータの提供を受けた後
に、前記提供装置からの使用中止の通知を受けると、前記受信手段により受信した前記通
信パラメータの使用を中止する中止手段と、
　を有することを特徴とする通信装置。
【請求項８】
　前記中止手段は、前記受信手段により受信して記憶部に記憶した前記アドホック無線通
信のための通信パラメータを前記記憶部から削除することにより、前記アドホック無線通
信のための通信パラメータの使用を中止することを特徴とする請求項７に記載の通信装置
。
【請求項９】
　前記中止手段は、前記受信手段により受信して記憶部に記憶した前記アドホック無線通
信のための通信パラメータを、一時的に使用不能にすることにより、前記アドホック無線
通信のための通信パラメータの使用を中止することを特徴とする請求項７に記載の通信装
置。
【請求項１０】
　前記中止手段は、前記一時的に使用不能にした前記アドホック無線通信のための通信パ
ラメータを再度使用できるようにすることを特徴とする請求項９に記載に通信装置。
【請求項１１】
　通信装置による通信方法であって、
　アドホック無線通信のための通信パラメータの提供を受ける受信装置に、アドホック無
線通信のための通信パラメータを提供する提供工程と、
　アドホック無線通信のための通信パラメータを提供する提供装置が複数台存在するか否
かを判定する判定工程と、
　前記判定工程にいて複数台の前記提供装置が存在すると判定された場合に、前記提供工
程において既にアドホック無線通信のための通信パラメータを提供した受信装置へ、提供
した通信パラメータの使用の中止を通知する通知工程と、
　を有することを特徴とする通信方法。
【請求項１２】
　通信装置による通信方法であって、
　アドホック無線通信のための通信パラメータを提供する提供装置から、前記アドホック
無線通信のための通信パラメータの提供を受ける受信工程と、
　前記受信工程において前記アドホック無線通信のための通信パラメータの提供を受けた
後に、前記提供装置からの使用中止の通知に基づいて、前記受信工程において受信した前
記アドホック無線通信のための通信パラメータの使用を中止する中止工程と、
　を有することを特徴とする通信方法。
【請求項１３】
　通信装置による通信方法をコンピュータにより実行させるためのプログラムであって、
　アドホック無線通信のための通信パラメータの提供を受ける受信装置に、アドホック無
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線通信のための通信パラメータを提供する提供工程と、
　アドホック無線通信のための信パラメータを提供する提供装置が複数台存在するか否か
を判定する判定工程と、
　前記判定工程にいて複数台の前記提供装置が存在すると判定された場合に、前記提供工
程において既にアドホック無線通信のための通信パラメータを提供した受信装置へ、提供
した通信パラメータの使用の中止を通知する通知工程と、
　をコンピュータに実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項１４】
　通信装置による通信方法をコンピュータにより実行させるためのプログラムであって、
　アドホック無線通信のための通信パラメータを提供する提供装置から、前記アドホック
無線通信のための通信パラメータの提供を受ける受信工程と、
　前記受信工程において前記アドホック無線通信のための通信パラメータの提供を受けた
後に、前記提供装置からの使用中止の通知に基づいて、前記受信工程において受信した前
記アドホック無線通信のための通信パラメータの使用を中止する中止工程と、
　をコンピュータに実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項１５】
　コンピュータにより読み取り可能であり、請求項１３または請求項１４に記載されるプ
ログラムを記憶したことを特徴とする記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明は、複数の提供装置がアドホック無線通信のための通信パラメータの設定処理を
行う場合に発生する課題を解決することを目的とする。例えば、アドホック無線通信のた
めの通信パラメータの自動設定を行うことにより、意図しない通信装置同士が誤接続して
しまうことを予防することを目的とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明は、アドホック無線通信のための通信パラメータを受信装置へ提供した後に、他
の提供装置の存在を検知した場合に、既にアドホック無線通信のための通信パラメータを
提供した受信装置に対して、通信パラメータの使用中止を通知する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明によれば、意図しない機器同士がアドホック無線通信のための通信パラメータの
自動設定を行うことによる誤接続を予防でき、アドホック無線通信のための通信パラメー
タの自動設定の安全性を向上できる。
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